
医見書 Ver3.2.0では下記の項目を変更しております。 

 

 

 

 

 

1.平成 26年度改正に伴う、医師意見書の様式変更及び編集画面の留意事項 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変更前(表) 変更後(表) 

変更前(裏) 変更後(裏) 



編集画面の旧バージョンからの引き継ぎについて 

 身体の状態 2タブ → 旧バージョンで体幹を入力する場合、左右のチェックが可能ですが、新バージョンでは 

            左右の項目がなくなったため、左右の程度が重い方を[軽・中・重]で表示されます。 

 

 

 行動及び精神 2タブ → [記憶障害-短期][記憶障害-長期]のいずれかにチェックがついている過去の 

             医師意見書データを引き継いで、新規作成する場合、記憶障害にチェックがつきます。 

 

             てんかんの[1年以上みられない]が選択されていた場合、[なし]に切り替えます。 

 

 

2.検査点数の変更 

 メインメニューから、[保険者登録更新画面(B)]で該当する保険者の詳細画面を開き、[保険者情報 2]をクリックすると、 

 右下に[H26年診療報酬単価(D)]があるので、主治医意見書・医師意見書で検査点数を算定する場合は、必ず保険者の 

 登録画面から点数の更新をおこなってください。 

 

 

 

 

 

 

 

3.消費税 8％に伴う税率変更 

 [設定]→[消費税率の設定]の税率を 5％から 8％に自動変更されます。 

 (バージョンアップ後の主治医意見書及び医師意見書を作成したものの請求書に関しては、税率が 8％で反映します。) 

 

 

 

 

 

 

4.医師意見書請求書(総括)の名称変更 (障害者自立支援→障害者総合支援) 

 医師意見書請求書(総括)の名称を[障害者自立支援]から[障害者総合支援]へ変更になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



5.医見書操作画面の大きさ変更機能 

バージョンアップ後、医見書を起動していただくと、メインメニューの右上に[標準]・[中]・[大]・[特大]の 4パターンの 

大きさに変更することが可能です。(モニターが 21.5インチの場合) 
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大 

特大 


